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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海

外

の
日
本
研
究
者
と

日
本

の
研
究
者
と

の
交

流
を
促

進
す
る

こ
と
に
あ
り
ま

す
。研

究
と

い
う

人
間
の
営
み
は
、

フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て

い

る
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
議

論

や
情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生

み
出
す
こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究

者
が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話

が
出
来
る
よ
う

に
、
文
字
ど
お
り
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル

な

「広
場
」
を
提
供

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

山

折

哲

雄
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は
じ
め
に

筆
者

は
東

ア
ジ

ア
大
陸

の
主
に
漢
文
化
圏

の
領
域

で
、
各

々
の
独
特

の
文
化
を
築
き
上
げ
た
中
国
、

韓
国
、
日
本
に
跨
る
三
国

の
古
代

の
文
字

・
言
語
、
及
び
文
化
等
を
研
鑽
し
て
き
た
と
こ
ろ
、

日
本
語

の

「
囚
孚
コ
⑦q
ρ
カ
ゲ

(光

・
影

・
陰
)
」
と

い
う
言
葉
が
表
し

て
い
る
意
味
が
、

一
般
的
常
識
と
は
矛
盾

し
た
表
し
方
を
し
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
長

い
時
間
を
費

や
し
た
。

そ
れ
で
、
拙
著

(
一
九
八
八
)

『原
始
韓

・
日
語

の
研
究
』
東
国
大
出
版
部
、

一
〇
六
頁
に
、
そ
れ

、
に

つ
い
て
若
干

の
考
察
を
納
め
た

の
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
も
う
少
し
詳
し

い
考
察
を
し
て
み
た

い
。

光
と
陰
は
、
全
く
正
反
対

の
自
然
現
象

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾

的
な
表
し
方

は
、
お
そ
ら
く
、

他

の
日
本
語
に
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

上
代
日
本
語
を
始

め
、
歴
代

の
日
本
語
関
係
文
献
を
探
し
て
も
、
全
く
見
当
た
ら
な

い
。
如
何
な
る

こ
と
か
。

こ
れ
は
、
日
本

の
国
語
学
を
研
究
し

て
い
る
学
者

の
誰
も

が
関
心
を
寄
せ
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
究
明
し
て
い
る
学
者
は
、
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。

と

こ
ろ
で
、
最
近
、
吉
田
比
呂
子

(
一
九
九
七
)

「
カ
ゲ
の
語
史
的
研
究
」
が
、
筆
者

の
目
を
光
ら

せ
た
。
「
カ
ゲ
」
に
関
す
る
語
史
的
文
献
を
繙

い
た
労
作
で
あ
る
。
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そ

の
他
、
木
村
紀
子
氏

の

「
古
代
日
本
語

の
光

の
感
覚
-
語
根
冨
ひq
を
め
ぐ
る
意
味

の
構
造
1
」
も

最
近
、
拝
見
し
た
。

筆
者
は
、
拙
著

の

『原
始
韓

・
日
語

の
研
究
』

に
あ
る
論
文

の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
で
言
及
し
た
こ
と

で

あ
る
が
、
今
ま

で
の
日
本

の
諸
学
者
が
、
西
洋

の
学
問
研
究

の
方
法
論
を

い
ち
早
く
導
入
し
、
東
洋

の

諸
文
化
を
先
行
的
に
研
鑽
し
た
功
績
は
、
高
く
評
価
す

べ
き
業
績
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
今

ま
で
研
鑽
さ
れ
た
諸
分
野
に
お

い
て
、
そ
れ
を
省

み
、
今
後
再
考
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
と
こ
ろ
が
、

あ
ち

こ
ち
目
に
入
る
。

中

で
も
特

に
、
語
源
解
釈

の
分
野
は
日
本
語
だ
け

で
な
く
、
諸
外
国

の
分
野
に
至
る
ま
で
、
も
う

一

度
見
直
さ
な
け
れ
ば

い
け
な

い
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
に
も
多

い
。
日
本
語

の
辞
典
に
納
め

て
あ
る
、
単
語

の
末
尾

の
諸
学
者

の
語
源
解
釈
を
始
め
、
韓
国
語
と

の
比
較

に
お
け

る
諸
論
文

の
内
容
等
、

こ
の
ま
ま

文
献
と
し
て
残
す

こ
と
は
、
後
学
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
と
思
う
。

詳

細
は
こ
こ
で
は
省
く
が
、

一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と

、
村
山
七
郎

(
一
九
八
六
)

『風
土
と
文
化
』

「
朝
鮮
語
と
日
本
語
」
小
学
館
、
四
八
七
-

四
九
二
頁

で
の
朝
鮮
語

の
ア
ク
セ

ン
ト
を
表
し
て
あ

る
と

こ
ろ
で
、

〈
(

)
内

は
、
筆
者

の
修
正
し
た
内
容

で
、
村

山
氏

の
論
考

は
便
宜
上
省
く
〉
、
梨

(最
も

高

い
ー

こ
れ
は
、
梨
、
舟
、
倍

の
中
で
)
、
霜

(中
高
下

の
三
段
階
の
ア
ク
セ
ン
ト
)
、
客

(最
も
高

い
)
、

手

(中
)
孫

(下
)
、
種

類

(高
下
)
、
枝

(中
中
)
、
小
麦

(中
)
、
負
う

(高
ー
8
)
、
父
親

(下
高
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下
)
、
幼

い

(高
下
)
、
蜘
蛛

(高
下
)
、
花

(高
)
、
串

(中
)
、
国

(高

下
)
、
丘

(高
下
)
、
鶴

(
下

高
下
)
等

、
そ

の
他
、

い
ろ

い
ろ
問
題
点
が
あ

る
が
、
省
略
す

る
。
従

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
ク
セ

ン

ト

の
研
究
は
、
少
な
く
と
も
、
朝
鮮
半
島

の
東
南
に
位
置
し
て
い
る
慶
尚
道

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
現
地
で

調
査
す
る
こ
と
が
最
も
大
事
な
事
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
、
こ

の
方
言
は
遠

い
昔

の
新
羅

の
地
域

で
あ
り
、
朝
鮮
半
島

で
の
唯

一
の
ア
ク
セ

ン
ト
が
あ

る
方
言

で
あ
る
の
で
、
朝
鮮
語
を
研
究
す
る

の
に

大
事
な
言
語
で
あ

る
。
た
だ
、
半
島

の
北
東
部
に
位
置
し
て

い
る
、
冨

日
-圧
①
8

σq
-餌
。
の
方
言
に
も

ア

ク
セ
ン
ト
が
あ
る
が
、
こ

の
方
言
を
材
料

に
し

て
考
察
す
る
に
は
、

い
ろ

い
ろ
問
題
が
あ
る
の
で
、
扱

わ
な

い
方
が
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

そ

の
他
、
日
本
語

の
諸
辞
典
に
あ
る
語
源
解
釈

は
、
全
面
的
に
直
す
べ
き

で
あ
り
、
早
急

に
改
善
し

な
い
と
後
学
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
と
思
う
。
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本
論

1
.

「
否

コ
O
-o

〈
カ
ゲ

(光

・
蔭
)
〉
」
に

つ
い
て

ー
i

1
.

吉

田
比
呂
子
氏

の
著
作
を

拝
見
し
た
。
著
作
名

の
如

く

「
カ
ゲ

の
語
史
的
研
究

」

で
、

「
カ
ゲ
が
表
す
光

・
陰
」

の
矛
盾
を
解
明
す
る
内
容

で
は
な

い
。



一
方
、
木
村
紀
子
氏

の
考
察
も
、
そ

の
矛
盾

に

つ
い
て
の
解
明
は
見
当
た
ら
ず
、
ほ
ぼ
同
様

で
あ

る
。

1
i

2
.

筆
者

の
考

察

で
は
、

「
カ
ゲ
」

の
基
本

的
語
義

は

「
限
界

」

で
あ
り
、

そ

の
語

根

は

「評
冨
口
oe
」

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
語

の
こ
の

「
カ
ゲ

(光

・
陰
)
」
は
、
非
常

に
古

い
時
代
に
、
日
本

に
渡
来
し
た

(創
ら
れ
た
)

こ
と
ば
と
言
え

よ
う

。
卑
見
で
は
、
弥
生
時
代

か
、
遥

か
そ
れ
以
前
に
、
日
本
列
島

に
渡

っ
て
き
た
渡

来
人
が
身
に

つ
け
て
き
た
こ
と
ば

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

勿
論
、

こ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
筆
者

の
考
察

に
よ
れ
ば
、
日
本
語

の
中

に
は
、

こ
の
よ
う
な
大
陸
か

ら
争
乱
を
避
け
て
逃
げ
込
ん

で
き
た
人
た
ち
に
よ

っ
て
、
日
本
列
島
に
渡

っ
て
き
た
こ
と
ば
が
数
多
く

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
中

の

一
つ
が
、

こ
の

「犀
穹

ひQ
あ
カ
ゲ
」

で
あ
る
。

と
は
言
え
、
こ
れ
ら
が
漢
語
か
と
は
そ
う
簡
単

に
は
言
え
な

い
。
そ
れ
は
、
漢
族
は
黄
河
中
上
流
に

位
置
し
て
羊
を
遊
牧
し
、
今
か
ら
三
五
〇
〇
年
前
頃
、
商
を
滅
亡
さ
せ
周
王
朝
を
開

い
た
民
族

で
あ
る

か
ら
、
中
国
大
陸

の

一
方
言
と
言
え
よ
う
。
と

い
う
こ
と

で
、
大
陸
か
ら

の
渡
来
語
を
ま

る

っ
き
り
漢

語
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
筆
者

の
こ
の
よ
う
な
考
察

に
お

い
て
は
、
漢
語
と
は
言
わ
ず
、

"
大
陸
の
言
語
"
と
言
う
。

カ
ゲ
の
基
本
語
義
は

「限
界
」

で
あ
る
。
そ
の
限
界
を
表
す
語
を
挙
げ

る
と
、
次
の
如
く

で
あ
る
。

「五
穹
ひq
-境
鏡
景
彊
競
」
等
。
そ

の
他

「什冨
づ
ひq
章
」
が
あ
る
。
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境
は

「
土
」
を
、
鏡

は

「
金
」
を

つ
け

て
、
各

々

「
境
界
」
「
か
が
ー

み
鏡
」
を
表
す
。
境
は
土
地

の
サ
カ
イ
を
表
し
、
鏡
は
陽
と
陰

の
サ
カ
イ
に
存
在

し
て
、
光
を
受
け
て
蔭

の
方

に
影

(姿
)
を
映
す

役
割
を
果
た
す
器
物
を
表
し
て
、
土

へ
ん
、
金

へ
ん
を
除

い
た
字
が
サ
カ
イ
を
表
す
字

で
あ
る
。

次

の

「
景
」

は
、

「京
」
と
同
じ
く
、
「
大
き

い
」
と
言
う
意
味
と
、
ま
た
、
「
日
か
げ
」

の
意
味
を

表
す
字
で
あ
る
。

「
日
か
げ
」
を
表
す
場
合
は
、
境
と
同
じ
く

「
け
じ
め
」
、

つ
ま
り
、
明
暗

の
境
界
を

生
じ
る
こ
と
を
表
す
。

「
彊
」
は

「
田

の
間

に
く

っ
き
り
と
境
界
を

つ
け
る
こ
と
」
を
表

し
、

「
競
」
は

「
勝
」
と

「
負
」

の
サ
カ
イ
を
表
す
字

で
あ
る
。

つ
い
で
に
、
「章
」
も
文
と
文

の
サ
ヵ
イ
を
表
す
字
で
、
第

1
章
、
第

2
章
と
文
章

の
境
界
を
表
し

て
い
る
。
境

の
字

の
土
を
除

い
た
字
と
は
、
下
辺

に
あ
る
人
と
十

の
差

で

あ
る
。
1
1

3
.

日
本

の
上
代

の
文
献

に
表

れ

て

い
る
カ

ゲ

の
意
味
を

大
略

に
示
す
と
、

「
①

光

(影

)

火

・
②
姿

(影
)

・
③
蔭

・
④
限
界
」

で
あ
る
。

「
渡

る
日
も

影

に
隠
ら
ひ

照
る
月

の

光
も
見
え
ず
…
…
…
。
」
こ
こ
で
は
、
影
が

「太
陽

の

光
」
を
表

し
て
い
る
。
太
陽
の
光
を
表
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
万
葉
集
を
始
め
、
古
事

記
、
霊
異
記
等

に
も
見
え
る
。
勿
論
、
月

の
光
を
表
す

に
も
、
「
淀
め
る

淀

に

月

の
影
見

ゆ
」
、
「
移
ろ
ふ

月

の

影
を

惜
し
み
」
等

の
如
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
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次
は
、
姿
を
表

し
て
い
る
。
「
蝦
鳴
く

甘
奈
備
川

に

影
見
え
て

今
か
咲
く
ら
む

山
吹

の
花
」

の
如
く
、
影
は
、
姿
を
表
し
て

い
る
。

次

は
、
暗

い
部
分
、

つ
ま
り
蔭

(陰
)

で
あ
る
。
「
郭
公
鳥

此

よ
鳴
き
渡
れ

灯
火
を

月
夜

に

な
ぞ

へ

そ

の
可
気
も
見
む
」

の
如
く
、
蔭
を
表
し
て

い
る
。

最
後

の

「
冨
Oq
貯
⊆
℃宀
己

は
、

「光
」
と

「
限
界
」

の
両
方
を
表
し
て

い
る
の
が
わ
か
る
。

「
玉

可
支
流

は
う
か
に

見
え

て
」
こ
れ
は
、
光
を
表
し

て
い
る
。

「
き

へ
ゆ
く
年

の

可
支
里

知
ら
ず

て
」

こ
こ
で
は
限
界
を
表

し
て
い
る
。

以
上

で
あ
る
が
、
如
何

に
し
て
こ
の
よ
う
に
、
光
と
光
に
遮
ら
れ
た
暗

い
部
分
と

い
う
、
相
反
す
る

意
味

が
同
じ
語
形

に
共
存

さ
れ
て

い
る

の
か
。

前
述

の
如
く
、

こ
の

「
カ
ゲ
景

・
境

・
鏡

・
彊
」

の
意
味

は
、

「
境
界
」
を
表
す
語

で
あ
り
、
中

で

も
、
「
景
」

は
、
「
光
」

の
意
味
を
も
表
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
境
界
に
立
ち
、
光
と
蔭

の
両
方
を
行

き
来
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る

の
が
、
「
景
」
と
同
じ
意
味
を
表
す

「
鏡
」

で
あ
る
。

鏡
は
、
光
と
蔭

の
境

界
に
立

っ
て
、
光
を
受

け

て
,

そ
れ
を
蔭

に
送

る
器
物

で
あ

る
。
碍

き

oq
甲
巨

」

は
、
か
が

(光
)

み

(見
)

で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
の

「
か
が
」

は
、
光
を
表
す
。

つ
ま
り
、

「
さ
か

い
」

を
表
す
語
が

「
ひ
か
り
」
を
表
す
語

に
変
わ

っ
て
い
る
。

影

の

「
さ
ん
づ
く
り

(彡
)
」
は
、
姿
を
表
す
字

で
あ
る
。
従

っ
て
、
光
、
姿

に
行
き
来
し
た

の
で
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あ

ろ
う

。

こ

の
語

根

、

「
惹

昌
ひq
-」

に

よ

る
単

語

を

ひ

と

つ
だ

け

拾

っ
て
み

る
と

、

か

が
ー

や
く

、

か

ぎ
ー

り

、

か

ぐ
ー

や
ひ

め
、

か

げ
等

、
様

々
で
あ

る
。

し

か

し
、

大
抵

に
お

い
て
、

光

(火

・
炎

)

を

表

す
語

が

大

部
分

で
あ

ろ
う

。

中

で
も

蔭

は
稀

で
、
後

世

に

至

っ
て
は

、
光

よ

り
も

む

し

ろ
、
蔭

の
方

に
傾

い
た

よ
う

で
あ

る
。

そ

し

て
現
代

で
は
姿

を
表

す

語

と

し

て
、

「面

影

」

以
外

は
、

見
え

な

い
。

こ

こ

で
、

卑

見

と

し

て
述

べ
た

い
こ
と

は

、

か

つ
て

、
斯

界

の
論

争

の
資

料

で
あ

る

、

「
鼻

音

ガ

ー

⇒
oq
9
」
と

「
ガ
ーひq
①
」

の
、

サ
キ

、

ア
ト

で
あ

る
。

筆
者

は
、

こ
れ

に

つ

い
て

の
詳

し

い
論
考

は
な

い
が

、
前

者

の
方

が
先

で
あ

ろ
う

と
思

う

。

日
本

語

の

「
が
ぎ

ぐ

げ

ご

」

は
、

「
ん
が

、

ん
ぎ

、

ん
ぐ

、

ん
げ

、

ん
ご

」

が

、
そ

の

基

で
あ

っ
た

が
、
後

世

に
至

っ
て
、
語

頭

の

「
コ
」

が
脱

落

し
た

の
で
は

な

い
か

と
思
う

。

原

始

日
本

語

で
、
語

頭

の
濁
音

の
有

無

に

つ
い
て

の
論

争

は

、
未

だ

決
着

が

つ
い
て

い
な

い
が
、

ガ

行

は
、

漢

字
音

の
鼻

濁

音

、
例

え

ば

、

「
口
ひq
鋤
雅

、
昌
ひq
一義

、

⇒
ひq
=
愚

、

口
oq
Φ
解

、
口
ひe
o
呉
」

の
よ
う

な
伝

来

音

に

よ

っ
て
生

ま

れ

た
音
節

で
あ

ろ
う

と

、
筆
者

は
信

じ

る
。
今
後

の
研
究

に
期
待

し
た

い
と

思
う

。

2
.

「
蒼

「-
⊆
回
」

に

つ

い
て

日
本

語

の
中

に
は

、
前

述

の

「
カ
ゲ
」

の
如
く
、
大
陸

の
昔

の
こ
と
ば
が
渡
来
人
と
共

に
渡

っ
て
き
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て
、
そ
の
ま
ま
使

っ
て

い
る
こ
と
ば
が
、
か
な
り
あ
る
と
思
う
。
中
で
も
、
擬
音
、
擬
態
語

は
数
多
く
、

大
陸

の
言
語
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の

碍
霞
出
回
」
も
そ
れ
で
あ
る
。
回
の
上
古
音

は
、
諸
学
者

の
再
構
成
音

が
、
「
ひq
毛
①
邑

に
な

っ
て

い
る
。
こ

の
音
韻

の
二
音
節
化
が
日
本
語

の
回
転
を
意
味
す

る

、
ざ

〒
⊆

(o含
霞
-⊆
γ

で
あ
る
こ

と
は
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。
擬
態
語

の

「
く
る
く
る
」
、
「ぐ

る
ぐ
る
」
が
回
転
を
表

し
て

い
て
、
そ

れ
を
確
実
に
裏
付
け
て

い
る
。
そ

の
他
、
「手
繰
る
」

「巡

る
」
等
。

韓
国
語
に
も
、

日
本
語
と
同
様

に
回
転
を
表
す
動
詞
と
し

て
、

、
屏
霞
-
α
み
?

が
あ
る
。
-
0
-は
、

接
尾
接
続
母
音
、
み
鋤
は
、
動
詞
、
形
容
詞

の
接
尾
辞

で
あ

る
。

筆
者

が
、

こ
こ
で

一
言
述

べ
た

い
こ
と

は
、
韓
国
語
と
日
本
語
が
類
似

し
て

い
る
か
ら
と
言

っ
て
、

そ
れ
が
皆
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し

て
日
本
列
島

に
渡
来
し
た
と

い
う
言

い
方

は
、
再
考
す

べ
き
だ
と
思

う

。
そ
れ
は
、
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
に
、
日
本
列
島
に
各

々
直
接
渡

っ
て
来

る
場
合
が
、

い
く
ら

で
も

あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

昔

の
舟

は
筏
が
主

で
、
こ
れ
は
早
け
れ
ば
二
日
ぐ
ら

い
で
、
立
派
な
舟

が
作
ら
れ
る
。
し
か
も
、
筏

は
大
波
に
も
沈
没
す
る
こ
と
が
な
く
、
い
ち
ば
ん
安
全
な
舟

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、

大
陸
か
ら

の
渡
来
人

の
多
く
は
、
遠

い
昔

か
ら
、
筏
で
日
本
列
島
に
渡

っ
て
き
た
に
違

い
な

い
と
思
う
。

碍
霞
-⊆
」

に
関
す
る
日
本
語

の
単
語
群
は
、
割
合
多

く
見
ら
れ
る
。
先
ず

、
碍
霞

-⊆
暮
る
」

で
、
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昔

の
人
は
、
太
陽
が
回
転
す

る
と
思

っ
て
こ
の
よ
う

に
表
し
、

「ざ

ユ
繰
り
」
も

回
転
を
表
す
。
碍
霞
-

①
暮
れ
」
は
、
そ

の
名
詞
形

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
日
本
語

の

哥
霞
中

匹
暗
し
」

碍
霞
6
黒
」
を
考
え

て
見
た

い
。
色
彩
語
は
、
通
常
他

の
こ

と
ば
か
ら
派
生
し
て
作
ら
れ
た
と

い
う
。
例
え
ば
、
赤
は
明
り

か
ら
、
青
は
滄
海

の
い
う
か
ら
、
黄
色

は
黄
色

い
炎

の
い
う
か
ら
作

ら
れ
た
色
彩
語

で
あ
ろ
う

。

太
陽
が
沈
む
と
、
世

の
中
は
ま

っ
く

ろ
に
な

る
。
そ
れ

で
、
日
が
暮
れ
る
と
言
う
言
葉

の
派
生
的
名

称

の

「
く
ら

・
く
ろ
」
等
が
作
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
、

「
ざ

〒
⊆
来

る
」
と

い
う

こ
と
ば

に

つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。

「
来
る
」

と

い
う

こ
と

ば
は
、

「行

っ
た
も

の
が
帰
る
」

こ
と
を
表
す

の
に
作
ら
れ
た
と
思
う
。
と
す
る
と
、

こ
れ
は
大
陸

の
言
語

の

「帰
五
芝
①
邑

か
ら
由
来
し
た
言
葉
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
す
る
と
、

「帰

る

・
来
る
」
こ
と

は
、
回
転
を

表
す
単

語
群

に
入

る
こ
と
ば
で
あ

ろ
う

。
「
来
る
」

の
終
止
形
は
、
「
ざ

」
で
な
く
、

「匹
」

と

い
う

一

説
も
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
。
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3
.

「δ
学
o
女

陰
」

に

つ
い
て

日
本

語

の
女
陰

の
名
称

に
は

、

「日
き

Oq
-
(Oq
)
⊆

(日
き

-Oq
=
)

萬
久

」

と

■8
8

女

陰
」

二

つ
が
あ

る
。

前
者

は
、
古

事

記

に

、

イ
ザ

ナ

ギ
と

イ

ザ

ナ

ミ

の
両

神

が
御

柱

を

回

り
な

が

ら
交

接

し

、

島

々
を
次

々



と
産
む
場
面

で
、

「
巳

御
-8
斗

(男
根
)
出
O
所
有
格
-日
き

Oq
⊆
萬
久

(女
陰
Y
け
臣
波
比

(交
接
)
」

と

い
う

記

事

が

あ

る

が
、

こ

の

「日
き

ひq
⊆
」

が

今

日
ま

で
も

伝

わ

れ

て

い
る
女
陰

の
名

称

で
、

「
8
け6

女
陰

」

は

、
現
在

で
は

、
死

語

に
な

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

こ

の

「
日
き

ひq
豈
」

は

、

「
円

形

」

を
表

す

語

で
、

日
本

語

で
は

「巳
穹

Oq
÷

歪

ま

が
ー

る

(曲

る
)
」

に
残

っ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

日
本

語

の
女
陰

の
名
称

を

「
日
き

ひq
西
=
萬
久

」
と
表

し
た

の
は

、
そ

の
模

様

が
円

形

で
あ

る

こ
と

で
、

「日
き

ひq
-ひq
霞
⊆
曲

る
」

と

同
根

で
あ

る
。

韓

国

語

で
は
、

「
日
鋤
口
ひq
-β
o
円
形

」

「巳
8

ひq
と
嵐

円
形

打

撲

傷
」

「日
⊆
コ
ひq
爵
①
-巨

二
日
円

形

の
雲

(入

道

雲
)
」

の
如

く

、
母

音

を
交

替

し

な

が
ら

、
あ

ち

こ
ち

に
見

え

る
。

「8
什-o
」

は

、
韓

国

語

の
女

陰

の

名
称

の

「b
9
>
b
o
什-▽

b
o
串

巳

に
、
ち

ょ
う

ど

対
応

し

て

い
る
。

古

代

の
こ
と

ば

づ
く

り

の
基

本

的

方
法

は
、

「
か

た
ち

」

で
あ

る

、

つ
ま

り

、

象

形
を

基

本

に
し

て

ど

ん
ど

ん
派

生

語

が
生

ま

れ
る

の
で
あ

る
。

で
は

、
女

陰

の
象

形

を
見

よ
う

。

両
方

に

「
ひ
ら

く

」
形

で
あ

ろ
う

。

「
ひ
ら

く

」
を

表

す

象

形

文
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字
を
見
よ
う
。

「
癶
b
≦
①
匚

は
、

「
止

(あ
し
)

+
止

(あ

し
)
」

つ
ま
り
、
両
足
を
開

い
た
象
形
文
字

で
あ

る
。

従

っ
て
、
事
物

の

「
ひ
ら
く
」
を
基
本
義

と
し
た
文
字

で
あ
る
。

「
發
」

は
、
後
世
に
作

ら
れ
た
字

で

あ
る
が
、
そ
の
意
味
を
よ
く
表
し
て

い
る
。

大
陸
の
こ
の
人
体

の
器
官
を
表
す
象
形
文
字
と
、
韓
国
語
、

日
本
語
が
ぴ

っ
た
り
と
合

っ
て
い
る
こ

と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

次

に
、
「
8
男
根
」
を
見
よ
う

。
こ
の
日
本
語

に
当
た

る
韓
国
語

は
、

「二
〇
什
〉
童

o
丘

で
あ
る
。
比

べ
て
み
る
と
、
日
本
語

で
は
古
代
語

に
、
よ
く
表

れ
て

い
る
、
韻
尾

の
切
尾
化
が
こ
こ
に
も
見
え
る
。

そ
れ
と
、
拗
音
的
要
素
も
消
滅
さ
せ
て
、
「8
」
と
表
し
て

い
る

の
で
あ
る
。

大
陸

の
突
出
を
表
す
字
を
見
よ
う
。

凸
ヨ

①
け
・
突
α
毛
Φ
け
・
出
昌
芝
Φ
け

等

で
あ
る
。
皆

「突
き
出
る
」

こ
と
を
表
し
て

い
る
。
「
凸
」

は
形
そ

の
も

の
、
「突
」
も
犬
が
穴
か
ら

突
き
出
る
を
表
し
、
「
出
」
も
足
先
を
前

に
突
き
出
す
こ
と
を
表
す
字
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
大
陸

の
言
語
と
朝
鮮
半
島
語
、
日
本
列
島
語
が
ぴ

っ
た
り
合

っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る

で
あ

ろ
う
。
そ
れ
で
、
男
根

は
人
体

の
中

で
最
も

「
突
き
出
す
」
器
官
な

の
で
、

こ
の
よ
う
な
名
称
が

与
え
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
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韓
国
語

で
、
足
を

「b
巴
」
と

い
う
。

こ
れ
は
、
前
述

の
両
足
を

開

い
た
模
様
を
表
す
象
形

文
字
、

「
癶
b
芝
①
け」
と
関
係
が
あ
る
こ
と
ば

で
、
先
ず
韓
国
語

の
特
徴

の
ひ
と

つ
と
し
て
、
音
節

の
語
尾

(韻

尾
)

の
、
み
、
は
、
遠

い
昔
に
作
ら
れ

て
固
定
化
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
韓
国
語

の
女
陰

の
名
称

で
あ

る

「
b
9
>
b
o
口
>
b
9
ω
己

等

々
、

い
く

つ
か
以
外

は
、
固
有
語

に
お

い
て
も
、
伝
来
し
た
漢
字
音
に
お

い

て
も

「宀
〉
流
音
化
宀

(占
)
」
さ
れ
て

い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
と
、
「
-芝
-」
が
省
略
さ
れ
て

い
る
の
も
、
そ

の
頭
音
b
が
、
1

両
唇
音
と

い
う

こ
と

で
説
明

が

で
き
る
。
結
局

「
癶
O
芝
①
什
>
b
p
邑

に
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
現
象
が
、
韓
国
語
だ
け

で
な
く
日
本
語
に
も
数
多
く
表
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

韓
国
語

の

「原
O
Φ
一」
は
、
日
本
語

の

「
原
け
〒
9
・
墾
け
〒
ご

等
と
同
源

で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
通

り
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
ひ
ら
く
開
」
を
表
す

「
癶
b
≦
①
匚

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
語

の

需
く
同
く

(<
11
母
音
)
」
形

の
こ
と
ば

の
大
部
分
は
、
こ
れ
と
関
連
が
あ

る
こ
と
ば
で
あ

ろ
う
。
日
本
語

の
擬
態
語

で
、
氷
と
か
ガ
ラ
ス
の
割
れ
る
模
様
を
、
「
バ
リ

ッ
1
」

と

い
う
が
、
こ
れ
も
前

述

の
こ
と
ば
等
と
関
連
し
て
考
え

て
み
よ
う
。
ま
た
、
あ
ち
こ
ち

に
分
か
れ
る
模
様
を
表
す

「
パ

ラ
パ

ラ

(
バ
ラ
バ
ラ
)
」
も
考
え

て
み
よ
う
。
母
音
交
替

は
、
ど

の
言
語
で
も
あ
り
得

る
現
象

で
あ
る
か
ら
、

罵
く
同
く
」
形

の
単
語
を
集
め
て
み
よ
う
。

一12一



つ
い
で
に
、
大
陸

の
言
語
、

潔
ω
≦
①
昌
寸

」
は
、

「
手
」

を
表
す

字

で
あ

る
。
韓
国
語

で
、
手
を

「
ω
8

」
と

い
う

。
破
擦
音

「
房
」
と
摩
擦
音

「ω
」

は
、
古
代
日
本
語

の

「
サ
行
」

に
混
在
さ
れ
て

い

る
と

い
う
学
説
が
固
定
化
し

つ
つ
あ
る
が
、
韓
国
語

の
、
手

の
名
称
は
、
身
体
語

で
あ

る
こ
と
で
、
相

当
に
古

い
言
語
と
思
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
両
語

は
、
そ

の
根
が
同
根

で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な

い
で
あ

ろ
う
。

4
.

「
o
喃と
合

・
逢

・
会
」
に

つ
い
て

日
本
語

の
こ
の

冨
や
=
合

・
会

・
逢
」
と

い
う

こ
と
ば
は
、

二

つ
以
上

の
事
物
が
接
近
す
る
こ
と
を

表
す

こ
と
ば

で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語

の

「o
隔-⊆
負
う
」
も
そ
う

い
う
意
味

で
、
前

の

「
逢
う
」
等
と

関
連
さ
れ
よ
う
。

こ
の

「負
う
」
は
、
韓
国
語

の

「
Φ
b
み
P
負
う
」
と
、
早
く
か
ら
比
較
さ
れ

て
い
る

こ
と
ば
で
あ
る
。

三
国
史
記
巻

三
十
四
、
新
羅

の
地
名
で
、
比
屋
県
、
本
阿
火
屋
県

(
一
云
併
屋
)
…
…
、
と
あ

っ
て
、

比

11
阿
火

11
併

の
対
応
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
比
は
二
人

の
人
が
或
る
方
向

に
向

け
て
並
ん
で

い
る

模
様
を
表
す
字
、
併

は
二
つ
の
事
物
が
合
併
す
る
こ
と
を
表
す
字
、
そ
れ
と
、
阿
鋤

火
×
≦
①
同
は
、
固

有
語
を
表
し
て
い
て
、
併
合

の
意
味
を
表
す
韓
国
語
、
「巷

Φ
邑

を
連
想
さ
せ
る
。

火

の
上
古
音

の
声

母
、
図
ほ

、

こ
の
韓
国
語
を
参
考

に
し

て
遡

る
場
合
、
そ
の
源
は
、
b
-と
言
え
よ
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う

。

っ
ま

り
、
b
>
h
V
げ

(×
)

と

い
う

過
程

で
遡

ら
れ

る
。

韓

国

語

で
、

子

を
負

う

こ
と
を

「
①
b
-
(β
接

尾

辞
)
」

と

い
う

。

そ
れ

と

、

"
併

せ

て

"

と
言

う

意

味

を
表

す

こ
と

ば

に

、

「
㌣
⊆
宀
①
み
鋤
」

が

あ
り

、

こ
れ

を
慶

尚

道

方

言

で

は

、

「
①
b
巳
み
餌
」

と

言

わ

れ

て

い
る
。

こ
れ

に

よ

っ
て
、

日
本

語

の

「
p
h豈
合
う

・
逢

う

・
o
hと
負

う

」

は
、

こ

の
韓

国
語

と

同

源

で
あ

る

こ
と

が

わ

か

る

で
あ

ろ
う

。

大

陸

の
言

語

で
、

「
δ

b
合
」

が
あ

る
。

こ

の
こ
と

ば

の
声

母

(頭

子
音

)

は
、

喉

頭

有

声

摩

擦

音

で
、
韓

国

語
と

日
本

語

に
は

な

い
音

で
、
例

え

て
言

う

と
、

水

を

口

の
中

に
含

ん

で
、
う

が

い
を

す

る

と

き

の
音

と

似

て

い
る

。
大

陸

の
昔

の
音

韻

は
、

た

い

へ
ん
複

雑

な

音

が

あ

っ
て
、

漢

字

音

が
韓

国

、

及

び

日
本

に
伝

わ

る
と

き
は

切

り
捨

て

て
、

自

国

の
音

韻

に
合

わ

せ

て
使
う

。
従

っ
て
、

こ

の
頭

子

音

は

、
切

り
捨

て

て

い
る

の
が
見
え

る
。
そ

れ

で
、
韓

国

語

で
は

、

「
①
b
負

う

」

と
言

い
、
日

本
語

で
は
、

「群

⊆
あ

ふ

(合

ふ

・
逢

ふ

・
会

ふ
)
」

と
言

う

の
で
あ

る
。

5
.

「言
O
と
河
豚
魚

・
言
下
⊆
-歪
肥

・
言
下
午
δ
袋
」

に
つ
い
て

ふ
ぐ

(河
豚
)
を
韓
国
語
で
、
「b
o
置

と
言
う
。
母
音
が
違
う
だ
け
な

の
と
、
啅

は
、

な

る
こ
と

に
よ

っ
て
母
音
間
の
宇

が
有
声
音
化
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

二
音
節
化
に
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そ

れ
は

と
も

か

く

、

こ

の
単

語

群

は

「
ふ
く

ら
む

」

を
表

し

て

い
る
が

、
韓

国

語

に
も

、

こ

れ
ら

に

対
応

す

る

こ
と

ば

が
あ

る

。
先

ず

、

畑

の
盛

り

上

が

っ
て

い
る

と

こ

ろ
を

「O
鼻

」

と

言

い
、
太

鼓

を

「髱

評
」

と

言

い
、

機

織

り

の
緯

糸

を

入

れ

る

、

膨

ら

ん

で

い
る
箱

を

「b
爵

」

と

言

う

。

ふ
く

べ
を

「b
欝

」

と
言

い
、

車
輪

を

「b
爵

巳
」

と

い
う

。

日
本

語

の
男
性

の
ふ

く

ら

ん
だ
性

器

を

鳶
⊆
oq
-二
宀
筐

と

い
う

が
、

こ

こ

の
啅

も

、

も

と

は
、
栄

で
、

有

声
音

間

と

い
う

環

境

に
よ

っ
て
、

変
化

さ

れ

た
音

で
あ

ろ
う

。
ま

た

、

「費
甲
=
宀
o
袋
」

鳶
爵

と
皆
貯
-⊆

1

ω
一肺

」

が
あ

る
。
肺

を

こ

の
よ
う

に
呼

ん
だ

の
は
、

空
気

を

吸

い
込

む
と

、

そ

れ

が
膨

ら

む

と

い
う

こ
と

で
呼

ん
だ

の

で
あ

ろ
う

。

大

陸

の
言

語

で
、

「b
ε
①
ひq
子

房
」

召

⊆
U①
ひq
胚
」

「
薯

①
ひ煢
培
」

「b
口
①
ひq
缶

」

「它

①
ひq
富

」

「
b
⊆
①
犀

福

」

「b
冨
①
犀
禄
」

等

が
あ

る

。

子
房

は
花

柱

の
し
た

に
接

し

て
肥

大

し
た

部
分

、

胚

は
種

の
中

に
あ

る
膨

ら

ん

だ
部

分

、
培

は

つ
ち

か
う

こ
と

で
、

土

を
盛

り

上
げ

て
植
物

を

養
う

を

言

い
、
缶

は

膨

ら

ん
だ
模

様

、

富

は
豊

富

そ

の
も

の

を
表

す

字

で
、

同

じ
く

膨

ら

み
を

表

し

、
福

も
富

と

同
様

。

最
後

に
、

禄

で
あ

る
が
、

こ

れ

も
福

と

同

様

。

そ
れ

と

、
頭

子

音

に
、

巳
と

い
う

子
音

(声

母
)

が

二

つ
あ

る
現
象

で
あ

る

が
、

大

陸

の
上

古

音

で
は

、
b
一、
匹
、
ω
一、

の
よ
う

に
頭

子

音

が

二

つ
あ

る

の
が

見

ら

れ

る
。

例

え

ば

、

風

の
頭

子

音

の
現

代

の
音

は

、
b
-で
、

し

か
し
、

嵐

は
、
甲
で
あ

る

。
ま

た
、
各

、
格

、
閣
等

は
、
写
で
あ

る
が

、
洛

、

絡
、
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路
、

賂
等

は
、
7
で
あ

る
。

数

は
、
ω
-で
あ

る
が

、
婁

、
楼

等

は
、

甲
で
あ

る

。

こ

こ

で

の
大

陸

の
こ

と

ば

で
、

そ

の
韻

尾

は

、
大

体
-α
で

、

こ
れ

が

、
朝

鮮
半

島

系

、

日
本

列

島
系

の
言

語

で
は

、
韻

尾

(語

尾

)

の
、
-閃
か

、

二
音

節

化

し

た
音

節

の
頭

子
音

、

爵
か
、

ぬ

に
な

っ
て

い

る
。韓

国
語

で
、
腹
が
膨
ら
む
と
か
、
ポ
ケ

ッ
ト
が
ふ
く
ら
む

こ
と
を

「薯

=
爵

」
と
言
う
。
こ
れ
に
は
、

禄

の
音
韻
と
酷
似
し

て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

大
陸

の
言
語
、
朝
鮮
半
島

の
言
語
、
日
本
列
島

の
言
語
が
、
数
千
年
間
あ
ま
り
変
わ

っ
て
い
な

い
こ

と
が
、
は

っ
き
り
と
伺
う
こ
と
が

で
き

る
。
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お
わ
り
に

筆
者

は
、
今

回
、
日
文
研

の
諸
研
究
会
に
参
加
し
て
、
先
ず
、
学
問
の
視
野
を
広
げ
た
こ
と
は
、
今

後

の
筆
者

の
勉
強

に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
、
今
後

の
東

ア
ジ

ア
の
研
究

は
、
少
な
く
と
も
、

中
国
大
陸
と
朝
鮮
半
島
、

日
本
列
島

の
諸
文
物
を
含

め
た
考
察
を
す

べ
き

で
あ
る
と
信
じ
、
そ

の

一
端

を
、
こ
の

「
日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
述
べ
て
み
た
。
そ
し
て
、
今
後

の
日
本
語
及
び
他
言
語
と

の
比

較
研
究
は
、
是
非
と
も
、
各

々
の
言
語

の
単
語
群
を
先
ず
集

め
て
後
、
比
較
す

べ
き
こ
と
を
本
考
察
は



強
調
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

そ
れ
と
、
こ
こ

一
〇
〇
年
近
く

の
日
本
語
と
他
言
語
と

の
比
較
を
行

っ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
、
そ

の
源
が
見

つ
か
ら
な

い
。
よ

っ
て
、
日
本
列
島
系
と
朝
鮮
半
島
系

の
言
語
は
迷
子
に
な

っ
て
い
る
。
そ

の
原
因
は
何

か
。

い
ろ

い
ろ
あ

る
と
思
う

が
、
卑
見

で
は
、
こ
の
両
言
語
は
、
先
ず
は
そ

の
歴
史

が
、

た

い

へ
ん
古

い
と

い
う

こ
と
と
、
こ
の
半
島
と
日
本
列
島
に
渡
来
す
る
前
に
、
大
陸

の
様

々
な
部
族
語

と

の
接
触
、
混
交
に
よ

っ
て
出
来
上
が

っ
た
言
語

で
あ
る
こ
と

に
、
主
な
原
因
が
あ
る
の
で
は
な

い
か

と
思
う

。
印
欧
諸
語

で
は
、
数
詞
、
身
体
語
を

は
じ
め
、
人
間
を
表
す

こ
と
ば
を
比
較
し

て
み
る
と
、

す
ぐ
そ

の
親
近
関
係
を
伺
う

こ
と
が
で
き
る
。

黄
河
下
流
地
帯
は
、
何
十
万
年
も

の
長

い
あ

い
だ
様

々
な
部
族
が

一
進

一
退
を
繰
り
返
し

て
、
民
族
、

言
語
共

に
混
交

し
、
三
五
〇
〇
年
前
、
や

っ
と
国

の
形
と
し
て

"
大
邑
商
"
が
建
国
さ
れ
た
が
、
そ

の

後
も
何
千
年
と

い
う
長

い
間

の
争

い
に
よ

っ
て
、
民
族
も
言
語
も
融
合
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と

い
う

の
が
、

主
な
原
因
で
あ
る
と
思
う
。

と

い
う
こ
と

で
、
日
本
語
、
韓
国
語
は
、

ア
ル
タ
イ
諸
語
と
も
、
漢
語
と
も
、

パ
プ
ア

・
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
語
と
も
、
南
方
諸
島
語
と
も
、
チ

ベ

ッ
ト
語
と
も
、
タ
ミ
ー
ル
語
と
も
、
同
源

の
単
語
が
表

れ
、

こ
の
現
象
を

い
ち
早
く
学
界
に
報
告
し
、
日
本
語

は
、
何

々
語
と
同
系
だ

の
、
あ
あ
だ
の
、

こ
う
だ

の

と
論
争

を
続
け

て

い
る
。

日
本

語

の
系
統
論

が
様

々
な
理
由

は
、
大
陸

で
の
何
万
年
も

の
長

い
間
、
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様

々
な
部
族
語
と

の
混
交
と
、
そ
れ
ら

の
部
族
等

が
こ
の
東

ア
ジ

ア
地
域
及
び
、
南
洋
諸
島
等

に
移
住

し

て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

ア
ジ
ア
諸
国

の
ど

こ
の
言
語
と
比
較
し
て
も
、
同
系
統

の
こ
と
ば
で
は
な

い
か
と
勘
違

い
す
る
同
根

の
単
語
が
出
て
く
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら

の
研
究
は
、
是
非
と
も
、
各

々
の
言
語

の
単
語
群
を
先
ず
完
璧
に
集

め
よ
う
。
そ

の
後

の

段
階

で
比
較
し
て
み
よ
う
。
系
統
論

の
結
論

は
、
出

さ
な
く
て
も
自
ず

か
ら
出
る
は
ず
で
あ

る
。
今
ま

で
の
研
究
は
、
系
統
論
に
集
中
し
、
個

々
の
言
語

の
徹
底
的
な
考
察
が
で
き

て
い
な

い
う
ち

に
、
す
ば

や
く
系
統
論
を
提
起
し
た

の
が
望
ま
し
く
な
か

っ
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う

な
共

同
研
究
会
を
是
非
と
も
行

っ
て
、
斯
界

の
学
界
は
、
迷
子

に
な

っ
て
い
る
日
本
語
、

韓
国
語

の
源
を
探
す

べ
き
大
事
業
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
、
今
、
攻

め
ら
れ
て

い
る

の

で
あ

る
。

二
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発表を終えて

2000年7月 初 旬、爽やかな初夏の香 りが漂 っている日文研 に来て以

来、1年 中、殆 どとい うほ ど、私 の研究室の鍵 の出入帳は、`シ ン'

という字で埋 められた。

朝7時 半出勤、夜8時 頃退勤。何でこんなに忙 しかったのか、忙 し

かったと言 うよ りも楽 しかった という方が、正答 といえ よう。

各種の共同研究会に もなるべ く参加 したい、小学校の授業 もしてみ

たい、木曜セミナーで、私のお もしろい漢字の成 り立ちについて、皆

さん とお話を交わしてみたい、毎月行われる所長特別研究会 にも参加

して、世界の諸文化 を勉強 してみたい等々。

日文研の、 この1年 間の生活において、何 よりも、影響 されたこと

は、私の研究の視界の拡大である。古代中国、韓国、 日本語の言語以

外は、あ まり関心 を寄せなか った。 しか し、言語 とその他 の文化 との

関わ りを究めることは、何 よりも大切であることを覚えたのである。

流 ・棄 という字 は、遙か昔の大陸で、初生児を川へ流 し、草むらに

棄て る習俗を表す字 として創 られ た。`流'の 右旁 の上 の字 と`棄'

の上の字は、子を逆 さまにした、母体か ら生 まれ出る`子'の 姿であ

る。又、`文'も 、今 は`文 字'を 表す字であるが、元 は人間が一生

を終えて、あの世 に去 る時、文廟(祖 廟)に 祝祷 を行 う儀式の一つ と

して屍体の胸 に刃物で文身の傷 をつ ける習俗 を表す字である。

これか らの私の研究は、`文 字は、文化 の始 まり'と い う意識 を基

に、東アジア文字学 と文化 について勉強 したいと思い、先ず、この よ

うな拙論を世に出 してみた。

今後 とも、先学諸氏の心か らのご指導 をお願い申 し上げる次第であ

る。

遅ればせ なが ら、年中、お忙 しい ところ、お世話をして下 さった千

田稔先生を始め、研究協力課、海外研究交流室の皆 さん方、 日文研の

スタツ蠍 鵬 　 終 泰
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日文研 フォー ラム開催一・覧

個 年 月 日 発 表 者.テ ー マ 丶

1
62.10.12

(1987)

ア レッサ ンドロ ・バ ロータ(ピ サ大学助教授)

AlessandroVALOTA

「近代 日本の社 会移動 に関す る一、二 の考察」

2
62ユ2.11

(1987)

エ ンゲ ルベル ト ・ヨリッセ ン(日 文研客員助教授)

EngerbertJORIβEN

「南蛮時代 の文書 の成立 と南蛮学 の発展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプ ソン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲の近代化」

4
63.4.19

(1988)

フォス コ ・マ ライー二(日 文研客員教授)

FoscoMARAINI

「庭 園に見 る東西文明のちがい」

⑤
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChil

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ イー ン大学教授)

SeppLINHART

「近世後期 日本の遊 び一拳 を中心に一」

⑦
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学助教授)

SusanNAPIER

「近代 日本小 説における女性像一現実 と幻想」

⑧

又

63.12.13

(1988)

ジ ェー ム ズC.ド ビ ンズ(オ ベ リ ン大 学 助 教 授)

JamesC.DOBBINS

「鐓 に生きた中世の姓 悪 信尼の舖 」 ノ



r

⑨

一
兀.2.14

(1989)

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助搬)丶

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治 日本」

⑩

一
兀.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪

一
兀.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)

SuzanneGAY

「中世京都における土倉酒屋一都市社会 の自由とその限界一」

⑫

一
兀.6.13

(1989)

夏 剛(京 都 工芸繊維大学助教授)

HSIAGang

「イ ンタビュー ・ノンフ ィクシ ョンの可能性一 猪瀬直樹著

「日本凡人伝 』 を手掛 か りに一 」

⑬

一
兀.7.ll

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ン ト(東 洋大学助教授)

ErinstLOKOWANDT

「国家神道 を考え る」

⑭

一
兀.8.8

(1989)

キム ・レー ホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研 究の問題点」

⑮

一
兀.9.12

(1989)

ハ ル トムー ト0 .ロ ー ターモ ン ド

(フラ ンス国立高等研究 院教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期 におけ る疫病神 と疱瘡絵の諸問題」

⑯

一
兀.10.3

(1989)

汪 向榮

(中国中 日関係史研 究会常務理事 ・日文研 客員教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期 日本 に来た中国人」

⑰

叉

元.ll.14

(1989)

ジェ フ リー ・ブ ロー ドベ ン ト(ミ ネ ソ タ大 学 助 教授)

JeffreyBROADBENT

「贓 開発蕨 決定雌 を通してみた日米社会隴 の比較」ノ



〆

⑱

一
兀.12.12

(1989)

丶エ リック ・セズ レ(フ ラ ンス国立科学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の 国際化の展望 と外 国人労働者 問題」

⑲
2.1.9

(1990)

ス ミエ ・ジ ョー ンズ(イ ンデ ィア大学 準教授)

SumieJONES

「レ トリック としての江戸 」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学系外 国人教師)

CarlBECKER

「往生一 日本 の来生観 と尊厳死 の倫理」

⑳
2.4.10

(1990)

グラ ン トK.グ ッ ドマ ン

(カ ンザス大学教授 ・日文研客員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘れ られた兵士一戦争 中の 日本に於 けるイ ン ド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イァ ン ・ヒデオ ・リー ビ

(スタ ンフォー ド大学準教授 ・日文研客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人麿 と日本文学 における 『独創性 』につ いて」

23
2.6ユ2

(1990)

リヴ ィア ・モ ネ(ミ ネ ソタ州立大学助教授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話の解体 」

⑳
2.7.10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統か らの一・考察一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興 国(遼 寧大学 日本研 究所副所長 ・日文研 客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一 中国 と日本」

⑳

叉

2.10.9

(1990)

ケ ネス ・ク ラ フ ト(リ ーハ イ大学 助 教 授)

KennethKRAFT

「現代躰 における仏教 と社会活動」 ノ



/

27
2ユ1.13

(1990)

アハマ ドMフ ァ トビ(カ イ。大学講師)'丶

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエ ジプ トのべ ーバ ルス王伝説 にお ける主従 関

係 の比較」

⑱
3.1.8

(199!)

カ レル ・フィア ラ

(カ レル大学 日本学科長 ・日文研 客員助教授)

KarelFIALA

「言語学か らみた 『平家物語 ・巻一・』の成立過程」

⑳
3.2.12

(1991)

ア レクサ ン ドルA.ド ー リン

(ソ連科学ア カデ ミー東洋学研 究所上級研 究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソビエ ッ トの 日本文学翻訳事情一 古典か ら近代 まで一 」

30
3.3.5

(1991)

ウ イー ベP.カ ウ テ ル ト(ワ ー ゲ ニ ンゲ ン大 学研 究 員)

WybeP.KUITERT

「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパ の 日本庭 園情 報一 ゲ オ ル グ ・マ イ

ス テ ルの 旅一 」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メ ラノ ビッチ

(ワルシャワ大学教授 ・日文研客 員教授)

MikotajMELANOWICZ

「ポー ラン ドにおける谷崎潤 一郎 文学」

32
3.5.14

(1991)

ベ ア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立

大学 リサーチフェロー ・日文研客員助教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三百年前 の京都一 ケンペルの上 洛記録」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ

(ジ ャワハ ルラール ・ネール大学教授 ・日文研客員教授)

SatyaB.VERMA

「イン ドにおける俳句」

34

陵

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン ・ベ ル ン ト(フンボル ト大 学教授 ・日文研 客員教授)

JUrgenBERNDT

「ドィッ統合 とベルリンにおける森圓鮴 記鑰 」 ノ



r
⑳
3.9.10

(1991)

ドナル ドMシ ーキンス(琉 球大学助教授)、

DonaldM.SEEKINS

「忘れ られたアジアの片隅一50年 間の 日本 とビルマの関係」

⑳
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌 にお ける 日本人のイメージ」

⑳
3.ll.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科 大学教授 ・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語 の起源
一 日本語 ・韓 国語 ・甲骨文字 との脈 絡 を探 る一」

⑱
3ユ2.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教における韓国佛教の役割」

⑲
4.1.14

(1992)

サ ウィ トリ ・ウィシュワナ タン

(デ リー大学教授 ・日文研 客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イン ドは 日本か ら遠い国か?一 第二次大戦後の

国際情勢 と日本の イン ド観の変遷一」

40
4.3.10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フラ ンス国立東洋言語文化研究所 教授)

Jean-JacquesORIGAS

「正 岡子規 と明治の随筆」

⑪
4.4.14

(1992)

リブシェ ・ボハーチ コヴ ァー(プ ラハ 国立博物館 日本美術

元 キュ レー ター ・日文研客員教授)
ノv/

V

LibuseBOHACKOVA

「チ ェコス ロバキアにおける 日本美術」

4.5.12

(1992)

ポー ル ・マ ッカーシー(駿 河台大学教授)

PaulMcCARTHY

「谷崎文学の 『読 み』 と翻訳:ア メ リカにおける

最近の傾向」
ノ



r Gカ メ。ン.バ ース ト皿(ニ ュー ヨー ク市立大判 一マ 〉 丶

4.6.9 広島校学長 ・カンザス大学東アジア研究所長)
43
(1992) G.CameronHURST皿

「兵法から武芸へ一徳川時代における武芸の発達一」

杉本 良夫(オ ース トラ リア ・ラ トロー ブ大学教授)
4.7.14

44
(1992)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラリアか ら見た 日本社会」

王 勇(杭 州大学日本文化研究センター教授 ・日文研客

⑮
4.9.8

(1992)

員助教授)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

⑯
4.10.13

(1992)
LEEYoungGu

「直観 と芭蕉 の俳句」

ウ ィ リアムD.ジ ョ ンス トン

⑰
4ユ1.10

(1992)

(米国 ・ウェス リア ン大学助教授 ・日文研客 員助教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考一 『黴毒』の医学的 ・文化的概念の形成」

マノジュL.シ ュ レス タ(甲 南大 学経営学部 講師)

⑱
4.12.8

(1992)

ManojL.SHRESTHA

「アジアにおける 日系企業 の戦略転換
一技術 移転 をめ ぐって一」

朴 正義

⑲
5.1.12

(1993)

(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研 究員)

PARKJung-Wei

「キリス ト教受容における日韓比較」

マ ー テ ィ ン ・コ ル カ ッ ト

5.2.9 (米国 ・プ リンス トン大学教授 ・日文研客員教授)
50
(1993) MartinCOLLCUTT

乂
「伝説と歴史の問一北條政子と宗教」 ノ



r

⑪
5.3.9

(1993)

清水 義明(米 国.プ リンス トン大学マーカンド栄誉教痴 丶

YoshiakiSHIMIZU

「チ ャ ー ルズLブ リア ー(1854～1919)と ブ リア ー美 術 館

一 米 国の 日本 美術 コ レク シ ョンの 一例 と して一 」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学校教授 ・日文研来訪研究員)

KIMChoonMie

「日本近代知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」

53
5.5.ll

(1993)

タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)

TakieSUGIYAMALEBRA

「皇太子妃選択 の象徴性
一 旧身分文化 との関連 を中心 として一」

54
5.6.8

(1993)

姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客 員教授)

H.W.KANG

「変革 と選択:10世 紀 の 日本 と朝鮮
一 科挙制度 をめ ぐって一 」

⑮
5.7.13

(1993)

ッベ タナ ・ク リステワ

(ソフィア大学教授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙の語 り一平安朝文学の特質一」

⑯
5.9ユ4

(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)

KIMYong-Woon

「和 算 と韓算 を通 してみた 日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オ ロフG,リ デ ィン

(コペ ンハー ゲ ン大学教授 ・日文研客員教授)

OlofGLIDIN

「徳川時代思想 にお ける荻 生徂徠」

⑱

乂

5ユ1.9

(1993)

マヤ ・ミルシンスキー

(スロベ ニア・リュブ リアナ大学助教授 ・日文研 客員助教授)
V

MajaMILCINSKI

「無欟 の東西比較」 ノ



r

59
5.12.14

(1993)

ウ ィ リー.ヴ ァ ン ドゥワ ラ(ベ ル ギ ー.丿 レづ ア ン.カ 、

リック大学教授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWALLE

「日本 ・ベルギー文化交流 史一 南蛮美術 か ら洋学 まで一」

60
6.1.18

(1994)

J.マ ーテ イン ・ホルマ ン

(ミシガン州立大学連合 日本セ ンター所長)

J.MartinHOLMAN

「自然 と偽作一 井上靖文学 にお ける 「陰謀』一 」

61
6.2.8

(1994)

マイヤ ・ゲラシモア(ロ シア科学アカデミー東洋学研究所研究員)

MayaGERASIMOVA

「外 か ら見 た 日本文化 と日本文学
一 俳句 の可能性 を中心 に一」

62
6.3.8

(1994)

オギュスタ ン ・ベル ク

(フ ランス ・社会科学高等研究 院教授 ・日文研客員教授)

AugustinBERQUE

「和 辻哲郎 の風土論の現代 性」

⑬
6.4.12

(1994)

リチ ャー ド ・トラ ンス(オ ハ イオ州立大学助教授)

RichardTORRANCE

「出雲地方に於 ける読み書 き能力 と現代文学 、1880～1930」

64
6,5.10

(1994)

シルバー ノD.マ ヒウ ォ

(フィリピン大学 アジア ・センター準教授)

SylvanoD.MAHIWO

「フィリピンにおける 日本現状紹介の諸問題」

65
6.6.14

(1994)

劉 建輝

(中国 ・南開大学副教授 ・日文研 客員助教授)

LIUJianHui

「『魔都』体験:一文学 における 日本人 と上海」

6,7.12

(1994)

チャールズJ.ク イン

(オハ イオ州立大学準教授 ・東北大学客員教授)

CharlesJ.QUINN

「私の日轜 観 一王轍 を中心に一 ノ



r

67
6.9.13

(1994)

フラ ンソワ.マ セ 丶

(フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)
,

FrangoisMACE

「幻の行列一 秀吉の葬送儀礼一」

㊥
6.ll.15

(1994)

賈 惹萱

(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)

JIAHui-xuan

「中日比較食文化論一健康的飲 食法 の研究一」

69
6.12.20

(1994)

彭 飛

(日本学術振興会特別研究員)

PENGFei

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

⑳
7.1.10

(1995)

ミハ イル ・ウスペ ンスキー

(エル ミター ジュ美術館学芸員 ・日文研客 員助教授)

MichailV.USPENSKY

「根付一 ロシア ・エル ミター ジュ美術館 の コレクシ ョン

を中心 に一」

⑪
7.2.14

(1995)

厳 紹盪

(北京大学 教授 ・日文研客員教授)

YANShaoDang

「記紀神話 における二神創 世の形態一束 アジア文化 とのか

かわ り一 」

⑫
7.3.14

(1995)

王 家騨

(中国 ・南 開大 学教授 ・日文研客員教授)

WANGJiahua

「渋沢栄一・の 『論語算盤説』 と日本 的な資本主義精神」

⑬

乂

7.4.ll

(1995)

ア リ ソ ン ・トキ タ

(オ ー ス トラ リア ・モ ナ シュ大 学助教 授 ・日文研客 員助 教授)

AlisonTOKITA

「躰 伝縮 楽における語り物の系譜一旋律型を中心にツ



r

⑭
7.5.9

(1995)

リュ ドミー ラ.エ ルマ コー ワ 丶

(ロ シァ科学 アカデ ミー東洋学研 究所極東文 学課長)

LioudmilaERMAKOVA

「和歌の起源一 神話 と歴史一 」

75
7.6.6

(1995)

バ トリシア ・フ ィスター

(日文研 客員助教授)

PatriciaFISTER

「近世 日本の女性画家 たち」

76
7.7.25

(1995)

崔 吉城

(広島大学総合科 学部教授)

CHOIKil-Sung

「『恨』 の日韓比較の一考察」

⑰
7.9.26

(1995)

蘇 徳 昌(奈 良大学教養 部教授)

SUDechang

「日中の敬語表現」

⑱
7.10.17

(1995)

李 均洋

(西北大学副教授 ・日文研 来訪研 究員)

LIJunYang

「雷神思想の源流 と展 開一 日 ・中比較文化考一 」

79
7.11.28

(1995)

ウィリアム ・サモニデス

(カンザス大学助教授 ・日文研 客員助教授)

WilliamSAMONIDES

「豊 臣秀吉 と高台寺 の美術」

⑳
7.12.19

(1995)

タチヤーナL.ソ コロワ=デ リュー シナ

(翻訳家 ・日文研 来訪研究員)

TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA

「俳句の 国際性一西 欧の俳句 についての一考察一」

8.1.16

(1996)

ジ ョン ・クラー ク

(シ ドニー大学助教授 ・日文研客員助教授)

JohnC:LARK

「日本の近雌 とアジァ:絵 画の場創 ノ



〆

⑫
8.2.13

(1996)

ジェイ.ル ービ ン 丶

(ハーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)

JayRUBIN

「京 の雪、能 の雪」

83
8.3.12

(1996)

イザベ ル ・シ ャリエ(神 戸大学 国際文化学部外国人教師)

IsabelleCHARRIER

「日本 近代美術 史の成立一 近代批評 における新語一」

⑭
8.4.16

(1996)

リース ・モー トン

(ニ ューキ ャッスル大学教授 ・日文研客 員教授)

LeithMORTON

「日本近代 文芸 におけるゴシック風小説 」

⑳
8.5.28

(1996)

マー ク ・コウデ ィ ・ポール トン

(ヴィク トリア大学助教授 ・日文研 客員助教授)

MarkCodyPOULTON

「能 にお ける 『草木成仏』の意味」

⑳
8.6.11

(1996)

フラ ンシス コ ・ハ ビエル ・タブ レロ

(慶應義塾大学訪 問講師)

FranciscoJavierTABLERO

「社会 的構築物 としての相撲」

87
8.7.30

(1996)

シルヴ ァン ・ギニヤール(大 阪学 院大学助教授)

SilvainGUIGNARD

「筑前琵琶一 文化 を語 る楽器」

88
8.9.10

(1996)

ハーバー トE .プ ルチ ョウ

(カリフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教授 ・日文研客員教授)

HerbertE.PLUTSCHOW

「怨霊の領域 」

⑳

乂

8.10.1

(1996)

王 秀文(中 国 ・東北民族学院助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiu-wen

「シャクシ ・女 ・魂

旧 本におけるシャクシにまっわる民間信仰一」 ノ



r

90
8.11.26

(1996)

王 宝平(中 国.杭州大学日本文化研究所副所長.畋 扉

客員助教授)

WANGBaoPing

「明治期 に来 日した中国人の外交官 たちと 日本」

⑪
8.12ユ7

(1996)

陳 生保(中 国 ・上 海外 国語大学教授 ・日文研客員教授)

CHENShenBao

「中国語の中の 日本 語」

⑫
9.1.21

(1997)

ア レキサ ンダーN.メ シェ リャコフ

(ロシア科 学ア カデ ミー東洋学研究所教授 ・日文研来訪

研究員)

AlexanderN.MESHCHERYAKOV

「奈 良時代の文化 と情報 」

93
9.2.18

(1997)

郭 永詰(韓 国 ・漢 陽大学文科大学長 ・日文研 客員教授)

KWAKYoung-Cheol

「言語 か ら見た 日本」

94
9,3.18

(1997)

マ リア ・ロ ドリゲス ・デル ・ア リサ ル(ス ペ イ ン ・マ ドリ

ー ド国立外国語学校 助教授 ・日本学研究所所長)

MariaRODRIGUEZDELALISAL

「弁当 と日本文化 」

⑮
9.4.15

(1997)

ミケー レ ・マ ルラ(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼ ルス校準

教授 ・日文研 客員助教授)

MicheleF.MARRA

「弱 き思惟一解 釈学の未来を見 なが ら」

⑳
95.13

(1997)

デニス ・ヒロタ(京 都 浄土真宗翻訳 シリーズ主任翻訳家

バー クレー仏教研 究所準教授)

DennisHIROTA

「日本浄土思想 と言葉
一 なぜ一遍が和 歌 を作 って、親鸞が作 らなかったか」

⑰

乂

9.6.10

(1997)

ヤ ン ・シコラ

(チ ェコ ・カレル大学助 教授 ・日文研 客員助教授)

JanSYKORA

「近世商人の世界　三井高房 「町人考購 』を中心に一」ノ



r

98
9.7.8

(1997)

繝 欣也(カ ナダ ヴ リティッシュコ。ンビア大学教丶

授 ・日文研 客員教授)

KinyaTSURUTA

「向こう側の文学一 近代か らの再生一 」

⑳
9.9.9

(1997)

ポー リン ・ケ ン ト(龍 谷大学助教授)

PaulineKENT

「『菊 と刀』の う ら話」

100
9ユ0.14

(1997)

セオ ドァ ・ウィ リアム ・グーセ ン

(カナダ ・ヨー ク大学準教授 ・日文研客員助教授)

TheodoreWilliamGOOSSEN

「『日本文学』 とは何か一21世 紀 に向かって」

⑪
9ユ1.11

(1997)

金 禹昌KIMUchang

(韓国 ・高麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)

リヴィア ・モネLiviaMONNET

(カナ ダ ・モ ン トリオー ル大学準教授 ・日文研来訪研究員)

カール ・モスクCarlMOSK

(カナ ダ ・ヴ ィク トリア大学教授 ・日文研客員教授)

ヤ ン ・シコラJanSYKORA

(チ ェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研客 員助教授)

鶴田欣也KinyaTSURUTA(カ ナ ダ ・ブ リテ ィッシュコ

ロンビア大学教授 ・日文研 客員教授)

パネルデ ィスカ ッシ ョン

「日本お よび 日本 人一外か らの まなざ し」

102
9.12.9

(1997)

ジ ョナ ・サルズ(龍 谷大学助教授)

JonahSALZ

「猿か ら尼 まで一狂言役者の修業」

10。1.13

(1998)

姜 信杓

(韓国 ・仁済大学校 人文社会科学研究所教授 ・日文研客員

教授)

KANGShin-pyo

「京都覩 録:韓 国文化人鮮 者の経験」 ノ



r

⑭
10.2.10

(1998)

高 文漢 丶

(中国 ・山東大学教授 ・日文研客員教授)

GAOWenhan

「中世禅林 の異端者一一休宗純 とその文学」

105
10.3.3

(1998)

シュテフ ァン ・カイザー(筑 波大学教授)

StefanKAISER

「和魂漢才、和魂 洋才一語彙 ・表記 に見 る 日本文化の特性」

106
10.4.7

(1998)

ス ミエ ・ジ ョー ンズ

(米国 ・イ ンデ ィアナ大 学教授 ・日文研客員教授)

SumieA.JONES

「幽霊 と妖怪の江戸 文学」

107
10.5.19

(1998)

リヴ ィア ・モ ネ

(カナダ ・モ ン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研 究員)

LiviaMONNET

「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」

⑱
10.6.9

(1998)

島崎 博

(カナダ ・レス ブリ ッジ大学教授 ・日文研 客員教授)

HiroshiSHIMAZAKI

「化粧 の文化地理」

⑲
10.7.14

(1998)

丘 培培

(米国 ・バ ッサー大学助教授 ・日文研来訪研究員)

PeipeiQIU

「なぜ荘子 の胡蝶 は俳諧の世界 に飛ぶ のか
一 詩的イメージ としての典故一」

10.9.8

(1998)

ブルー ノ ・リーネル

(ス イス ・チュー リッヒ大学講師 ・ユ ング派精神分析 家 ・

日文研 客員助教授)

BrunoRHYNER

旧 本の教育がかかえる問駄 」 ノ



r

⑪
10.10.6

(1998)

アハ マ ド.ム,、 マ ド.フ ァ トビ.モ ス タフ ァ 丶

(エジプ ト ・カイロ大学講師 ・日文研客員助教授)

AhmedM.F.MOSTAFA

「「愛玩』一安 岡章太郎の 「戦後』のは じま り」

⑫
10.11.10

(1998)

ア リソン ・トキタ

(オース トラリア ・モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

AlisonMcQUEEN-TOKITA

「『道行 き』 と日本文化一 芸能 を中心 に」

1ユ3
10.12.8

(1998)

グ レン ・フック

(英国 ・シェフィー ル ド大学教授 ・東京大学客員教授)

GlennHOOK

「地域 主義 の台頭 と東 アジアにおける 日本の役割」

⑭
11.1ユ2

(1999)

杜 勤

(中国 ・華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

DUQin

「『中』のシンボリズムについて一宇宙論か らのアプローチ」

115
ll.2.9

(1999)

シー ラ ・ス ミス

(米国 ・ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)

SheilaSMITH

「日本 の民主主義一 沖縄 か らの挑戦」

⑯
ll.3.16

(1999)

エ ドウィ ンA .ク ランス トン

(米国 ・ハーバー ド大学教授 ・日文研 客員教授)

EdwinA.CRANSTON

「うたの色 々:翻 訳は詩歌の詩化 または死化?」

⑰

又

ll.4.13

(1999)

ウィリアムJ.タ イ ラー

(米国 ・オハ イオ州立大学助教授 ・日文研 客員助教授)

WilliamJ.TYLER

「石川淳著 「黄金傳 説』その他 の翻訳 について」
ノ



r

⑱
11.5.11

(1999)

金 知見 丶

(韓国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

KIMJiKyun

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」

!19
ll.6.8

(1999)

マ リア ・ヴォイヴォデ ィッチ

(モ ンテネグロ共和 国政府民営化推進部外 資担当課長 ・

日文研客員助教授)

MarijaVOJVODIC

「言葉 いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」

⑳
11.7.13

(1999)

リース ・幸子 滝

(米国 ・ケ ドレン精神衛生セ ンター箱庭療法 トレーニ ング

コンサル タン ト ・日文研 客員助教授)

REECESachikoTaki

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力 と社会の中の暴力」

⑪
ll.9.7

(1999)

宋 敏

(韓国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

SONGMin

「明治初期における朝鮮修信使の 日本見聞」

122
ll.10ユ2

(1999)

ジャ ン ・ノエ ル ・ロベール

(フラ ンス ・パ リ国立高等研究 院教授 ・日文研 客員教授)

Jean-NoelA.ROBERT

「二十一世紀の漢文一死語 の将来一」

⑳
ll.11.16

(1999)

ヴラデ ィスラブ ・ニ カノロヴ ィッチ ・ゴ レグ リャー ド

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所サ ンク トペテルブル

ク支部極東部長 ・日文研 客員教授)

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

「鎖国時代 のロシアにおけ る日本水夫 たち」

⑭

又

11.12.14

(1999)

楊 暁捷

(カナ ダ ・カルガ リー大学準教授 ・日文研客 員助教授)

X.JieYANG

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄鞠 』を読む一」 ノ



r

⑮
12.1ユ1

(2000)

エ ミリア.ガ デ レワ 丶

(日文研 中核 的研究機 関研 究員)

EmiliaGADELEVA

「年末 ・年始の聖なる夜
一 西欧 と日本の年末 ・年始の行事 の比較 的研究」

⑱
12.2.8

(2000)

李 応 寿

(韓国 ・世宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

LEEEungSoo

「東 アジア獅子舞の系譜一 五色獅子 を中心 に一」

127
12.3ユ4

(2000)

アンナ ・マ リア ・トレーンハ ル ト

(ドイッ ・デュ ッセル ドル フ大学教授 ・日文研客員教授)

AnnaMariaTHRANHARDT

「皇室 と 日本赤十字社 の始 ま り」

⑱
12.4.11

(2000)

ペ ッカ ・コルホネ ン

(ブ インラン ド ・ユワス クラ大学教授 ・日文研客員助教授)

PekkaKORHONEN

「アジアの西の境」

129
12.5.9

(2000)

金 貞禮

(韓国 ・国立全 南大学校副教授 ・日文研 客員助教授)

KIMJeong-Rye

「五 ・七 ・五、 日本 と韓国」

⑩
12.6.13

(2000)

ケ ネス ・リチ ャー ド

(県 立 長 崎 シー ボ ル ト大 学 教授 ・日文 研 客 員教 授)

KennethL.RICHARD

「出 島一 長 崎一 日本一 世 界 憧 憬 の 旅

サダキチ ・ハル トマン(1867-1944)と 倉 場富三郎(1871-1945)」

12.7.11

(2000)

リュ ドミラ ・ホ ロ ドヴ ィッチ

(ブ ルガリア ・ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)

LyudmilaHOLODOVICH

「お盆と正教の五旬祭一比較的なアブ匹 チー」 ノ



〆

⑫
12.9.12

(2000)

マ_ク.メ リ 丶

(国際 日本文化研 究セ ンター外来研 究員)

MarkMELI

「『物 のあはれ』 とは何 なのか」

133
12.10.10

(2000)

リチ ャー ド・ル ビンジャー

(米国 ・イ ンデ ィアナ大学教授 ・日文研 客員教授)

RichardRUBINGER

「読み書 きで きなか ったのは誰 か一明治の 日本」

⑭
12.11.14

(2000)

辛 容泰

(韓国 ・東国大学校 日本学研 究所研究員 ・日文研客員教授)

SHINYong-tae

「日本語の 『カゲ(光 ・蔭)』外一 日本文化 のルーツを探 る一」

135
12.12.12

(2000)

蔡 敦達

(同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員教授)

CAIDunda

「中国文人が観た明治日本一旅行記を読む一」

136
13.2.6

(2000)

バ ル ト・ガー ンズ

(国際 日本文化研究 セ ンター中核 的研 究機 関研 究員)

BartGAENS

「長者 の山一 近世的経営 の 日欧比較一 」

137
13.3.6

(2001)

ポール ・グローナー

(ヴ ァージニ ア大学教授 ・日文研 客員教授)

PaulS.GRONER

「仏教 の戒律 とは何 か?」

⑯

又

13.4.10

(2001)

李 卓

(南開大学教授 ・日文研 客員教授)

LIZhuo

「中日姓名の比較にっいて一繖 の血縁性と社雑 一」 ノ



r エ ッケハル ト.マ イ 丶

139
13.5.8

(2001)

(ドイツ ・フランクフル ト大学教授 ・日文研客員教授)

EkkehardMAY

「西洋における俳句の新しい受容へ」

徐 蘇斌

13.6.12
(国際 日本文化研究センター外国人研究員)

140
(2001)

XUSubin

「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬日と人民大

殴
会堂一」 ノ

○ は 報 告書 既 刊

な お 、報 告 書 の全 文 をホ ー ム ペ ー ジで見 る こ とが 出 来 ます 。

http://www.nichibun.acjp/dbase/forumhtm
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◎2001国 際 日本文化研 究セ ンター







■ 日時

2000年11月14日(火)

午後2時 ～4時

■ 会場

国際交流基金 京都支部
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